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今
年
も
、
夏
前
は
異
常
気
象
を
思
わ

せ
る
時
季
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
、

本
番
と
も
な
る
と
大
洗
の
夏
は
に
わ
か

に
蘇
り
、
連
日
の
晴
天
に
浜
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
夏
の
呼
び
も

の
は
何
ん
と
い
っ
て
も
趣
向
を
凝
ら
し

た
数
々
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
来
遊
容
な
ど
の
尽
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

一
先
ず
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
行
な
わ
れ
た

一
の
が
去
る
7
月
幻
日
夜
、
港
湾
内
で
の

一
海
上
花
火
大
会
で
す
。

こ
の
夜
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
、

四
号
玉

l
二
百
発
、
五
号
玉

1
百
五
十

発
、
尺
玉

l
十
五
発
、
ス
タ
!
?
イ
ン
、

創
造
花
火

1
一
二
百
発
な
ど
で
、
最
近
に

な
い
豪
華
版
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
7
時
却
分
の
開
始
合
閣
の
打
上

げ
花
火
に
始
ま
り
、
次
か
ら
次
へ
と
い

と
ま
を
与
え
ず
打
上
げ
ら
れ
る
七
色
の

花
火
は
、
サ
ン
ビ

l
チ
海
水
浴
場
、
大

洗
海
浜
公
園
、
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
や
港
湾

周
辺
に
集
っ
た
約
三
万
人
の
観
客
を
、

一
時
間
半
に
わ
た
っ
て
魅
了
し
ま
し

た

こ
の
ほ
か
、
大
洗
の
海
を
豪
快
に
突

き
進
む
、
ク
ル

i
ザ

i
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

大
会

(
8
月
刊
日
制
)
や
大
洗
磯
前
神

社
の
例
大
祭
万
八
朔
祭
。

(
8
月
缶
百

出
・
回
日
目
)
が
行
な
わ
れ
、
最
後
に

大
洗
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
が
主
催
し

た
か
大
洗
サ
ン
セ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
叩
μ
(
8
月
回
日
目
)
で
、
今
年
の

大
洗
夏
ま
つ
り
を
締
め
く
く
り
ま
し

た。
町
民
の
皆
き
ん
も
、
来
遊
さ
れ
た
お

客
さ
ん
も
、
こ
の
夏
を
大
い
に
楽
し
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

翌

m-mU日
の
夜
は
、
場
所
を
平
太

郎
浜
に
移
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
夕
べ
・

磯
節
と
盆
踊
り
大
会
」
が
行
な
わ
れ
、

約
六
千
人
の
夕
涼
み
の
人
々
が
、
磯
節

保
存
会
の
皆
さ
ん
の
磯
節
踊
り
や
、
櫓

を
囲
ん
で
の
盆
踊
り
に
打
ち
興
じ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
加
日
日
の
日
中
は
大
洗
サ
ン

ビ
l
チ
で
、
ビ
ー
チ
パ
レ

l
大
会
(
別

掲
)
が
開
催
き
れ
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
試
合
を
展
開
、
特
設
コ

l
ト
を
閤

ん
だ
若
い
観
衆
の
拍
手
を
浴
び
て
い
ま

し
た
。
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国
民
健
康
保
険
は
、
昭
和

田
年
度
に
開
始
し
、
年
々
罷

療
費
は
上
昇
の
一
途
を
辿
り
、

平
成
元
年
度
の
医
療
費
は
同

信

3
千
万
余
り
と
な
り
県
内

で
は
上
位
で
す
。

そ
し
て
平
成
元
年
度
は
、

医
療
費
の
伸
び
の
鈍
化
と
、

国
保
事
業
の
健
全
犯
に
向
け

て
の
努
力
に
糾
問
し
て
国
か
ら

襲撃

警暴

特
別
交
付
金

3
千

B
百
万
円
が

吏
付
さ
れ
一
離
会
計
か
ら
も

3

千
万
円
ほ
ど
助
成
を
い
た
だ
き

皆
さ
ん
の
税
負
担
の
軽
減
在
計

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
産
療
費
は
設
術
の

向
上
や
老
人
の
加
入
率
の
増
な

ど
依
然
き
び
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

平
成

2
年
度
も
、

一
般
会
計

か
ら
の
助
成
や
、
繰
越
金
を

税
の
軽
減
(
一
人
当
り
一
圏
、

九
一
一
一
回
丹
)
に
充
て
税
の
引

上
げ
は
行
な
わ
す
据
え
聾
き

と
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
み
な
さ
ん
と

健
康
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
層
保

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

者れ職す交こ者 三二なは質り国負をか扱(の負場
のて煎るイすのの退ヂり 22のま保担こしし患 30抱合韻
拠いに分金田場職↓ま%本すかはえ~者%し、保 i開1
出た加がにか合被ムす程人から、る定す)を、そ加 i醐
Z集会主雪hq案理。害皇長会営交易よ京支守お会 i握

% の |前提
を睦濯EZ
保霊|諜最

重電|費

日|醤
開
重量
鑑
の
し
く
み

給
付
交
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

国保医療費の総額 100.0%
窓口での

保検者(町)負t旦70.0% 負担30患.。者% 

{呆倹料 38.5% 国海交付金等 38.5% 
事華責主
本人負扱

(保検者負担額の50.0%) (保険者負担額の50.0%) 療言等 23.0% 

最終的な留保負技 78.2% 
最終的患8者な% 
負扱21.8%I 

国保堅嬢費の費用負担のしくみ直三日

完
結
麗
の
盤
鰻
費
の
内
訳

一
平
成
一
冗
年
度
国
保
医
療
費
の
保
険
者

負
担
額
と
そ
の
費
用
負
担
状
況
を
表
i

2
に
よ
り
説
明
し
ま
す
。

夜
療
費
の
保
険
者
負
担
額
は
、
日
億

一
四
一
一
一
九
万
円
で
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
留
か
ら
の
交
付
金
は

6
億
四
八
田
一
一
一
万
円
で
保
険
者
負
相
一
額

の
約
印
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
険
税
は
6
億
二
六
百
万
円

で
約
組
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
特
別
交
付
金
と

し
て
一
一
一
六
五
一
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
医
療
費
の
適
正
化
対
策
に

※老人保健該当者の窓口負担(本人3部負担)!i，初診料800円・入

続1日当たり400!IJを本人が負担し、残りは国・県が助成します。

白盟国

努
力
し
た
こ
と
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
一
元
年
度
は
医
療
費
の
伸
び
が

予
想
よ
り
低
か
っ
た
た
め
繰
越
額
も
出

ま
し
た
。
こ
れ
は
2
年
度
の
税
軽
減
に

充
当
し
ま
し
た
。

薩
傭
糠
融
関
誌

一
平
成
元
年
度
の
医
療
費
の
総
額
は
、

叩
四
億
一
二
四
六
二
万
円
で
M
%
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
一
人
当
た
り
で
み
る
と
若
人

が
=
工
ハ
、
ニ
八
一
円
で
前
年
に
比
べ
て

U
%
の
減
。

老
人
が
五

O
六
、
四
一

O
円
で
幻
%
の

平成元年度調保堅療費の保険者負担額と

その費用負担の内訳
重三百

056万円
0.80%) 

療養費

676万円

6.60%) 

滅。
退
職
被
保
険
者
が
二
五

O
、
一
一
二
四
円

で
約

4
%の
増
。

全
体
で
は
一
八
O
、
九
三

O
円
で
ω
%

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
(
表

1
3参
照
)

し
か
し
、
平
成
ニ
年
度
の
医
療
費
も
な

お
き
び
し
い
状
況
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

唱
。
ハ
シ
ゴ
受
診
・
薬
ね
だ
り
は
岬

伊
医
療
費
の
無
駄
使
い
で
す
。
蜘

保険者の

療費適正

策等の事

努カに対
て交付さ

る国産交

金
3651万円

国保医療費の保険者負扱総額13億1439万円(100%)
※ 

支 療養

療養給付費 療
高額

老人保健医療費

(医療費保険者負担劃 書L 拠出金 高額

出 8億5154万円 療養費 31意6553万円

(64.79%) (27.81%) 

保険料税
そ 定率の国産事交付金等

付言金語対高
。〉

年主 6億2658万円

L 
6{意4843万円

(47.67%) (49.33%) 

入

基準的な{呆倹料(50%) 泰準的な国庫交付金等(50%)

6億5719万5千問 6倦5719万 5千円

宮
骨
骨
鰹
の

卸
体
験
税
同
跡

ー
保
換
税
拡
掘
え
聾
・
申
立
!

保
険
税
は
国
保

事
業
を
さ
さ
え
る

大
事
な
財
源
で

す。

2
年
度
の
保

険
税
は
昨
年
の
実

績
を
ふ
ま
え
資
産

割
等
の
諦
援
を
計

っ
た
の
み
で
据
え

置
き
と
し
ま
L
た。

保
険
税
の
税
率
及

び
計
算
方
法
は

次
の
と
お
り
な
の

で
参
考
に
し
て
下

さ
い
。

{呆験税の決め方iま
所得割く税率千古号>+資産割〈税率寸志ァ〉

十均等部<i/zOOF9>+平等割くム完器内>=
I年間の保検税く最高42万円までu

(暴礎控除)

所 得 害l
1，200，000-300，000=900，000円

円 7.0
900 ， 000 fIl X100ぉ 63，000

(国定資産税額)

資 産 害1 61 
50，000円× 100ニ 30，500伺

加入者 1人 19，200円X1人=19，200円

均 等 割 1/ 2人 19，200円X2人=38，400円

1/ 3人 19，200円X3人口57，600河

平 等 害1 24，000円

加入者 l人 136，700fIl 

1年間の保険税 1/ 2人 155，900円

1/ 3人 175，100円

今年度の保険税はこうなります(例)

(基礎控除額が28万円から30万円に増加)年所得120万円

押
体
験
離
の
鞠
期

保
険
税
の
納
期
は
次
の
と
お
り
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

1期 5月31日

2期 8月31日

3期 9月30日

4期 11月308

‘5期 1月318

計

1，870，905千円
(181，571何/人)

152，582千円

(250，134円/人)

メ入
口

1，834，626千円

(180，930向/人)

職

145，792千円
(249，217!IJ/人)

平成元年度菌保総医療輩の状況

退人老

637， 

(506，410 

人

1，075，089千円
(126，570肉/人)

1，044，475千円

(126，281円/入)

若

直三百

63年度

元年度

ム1.94%

(ム0.35)

4.66% 

(0.37) 

ム2.85%

(ム0.23)

前

比

対
年

※年所得とは、収入額から必婆経費を引いた金額をいい、給与所得の場合は収入

金額から給与所得控除額を引いた金額をいう。 )は 1人当たりの総医療費

言平、.....J お
お

ら

制下
後
藤
亀
泉
選

勺
い
め
い

雷
鳴
の
途
、
5
か
り
つ
つ
夕
焼
く
る

磯

浜

青

木

き

か

え

〔
評
〕
小
止
み
に
な
っ
た
罰
の
中
を
、

雷
鳴
が
遠
ざ
か
っ
て
ゆ
く
。
途
切
れ

て
き
た
雲
聞
か
ら
夕
日
の
光
告
が
洩

れ
て
、
天
地
を
く
れ
な
ゐ
に
染
め
始

め
、
や
が
て
金
色
の
む
ら
塞
が
浮
く
。

恐
怖
の
体
験
が
悦
惚
の
境
地
に
変
っ

て
ゆ
く
一
刻
-

た母驚1をお い
のが天E裂 E つ
で、動fきの
あ近土齢、大 間
る々で、地雷に
。とあは雨磯母
私る雷で浜の
に、鳴あ寄
寄でにる り
り会震上。浅き

を存察室見失
て iるが 1島雷
いえ。天子雨

※( 

海
霧
消
え
て
フ
ェ
リ
i
大
き
く
見
え
に

け

り

角

一

前

原

青

嵐

〔
評
〕
霧
は
秋
の
季
語
で
あ
る
が
、

じ
り
は
一
変
で
あ
る
。
北
海
道
オ
ホ
ー

ツ
ク
沿
岸
の
そ
れ
は
有
名
で
、
大
洗

も
例
に
漏
れ
な
い
。
波
止
場
に
立
ち

こ
め
て
い
た
霧
が
薄
れ
、
停
泊
中
の

フ
ェ
リ
ー
の
偉
容
が
克
、
え
て
き
た
。

霧
の
中
か
ら
現
わ
れ
た
の
で
、
尚
の

こ
と
大
き
く
目
見
え
る
の
で
あ
る
。

農
薬
を
明
尽
撒
く
と
い
ふ
屈
の
畿

桜

道

真

田

静

子

〔
評
)
図
づ
ら
に
、
涼
し
気
な
光
を

曳
き
ず
っ
て
、
後
が
と
ぶ
。
伺
ん
の

へ
ん
て
つ
も
な
い
野
良
の
夜
風
が
、

畿
の
飛
ぴ
交
ふ
こ
と
で
極
楽
風
と
な

っ
て
い
る
。
開
け
ば
、
こ
の
極
楽
に
、

明
日
農
薬
を
撒
き
ち
ら
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

束手
ぴ〉

簡
ドの

:}.:;:; 

-ノ nfrと新原
大町5i!，
花え
グく し
が岸揚
夜和花
空回火

暴it空
い
た
。
瞬
間
、
間
が
け
し
飛
ん
で
、
広

々
と
し
た
海
原
が
見
え
た
の
で
あ
る
。

手
花
火
の
明
り
の
中
の
友
の
顔

磯

浜

浅

見

誠

〔
評
〕
こ
れ
は
手
に
持
っ
て
す
る
小

さ
な
花
火
。
線
香
花
火
か
。
縁
先
の

閣
に
と
も
っ
た
花
火
の
光
輸
の
中
に
、

友
の
笑
顔
が
く
っ
き
り
と
浮
ぴ
出
十
九

前
匂
の
湯
花
火
も
こ
の
手
花
火
も
墓
自
民

の
事
ヂ
彩
る
行
事
だ
が
、
何
故
か
季
語

と
し
て
は
秋
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

紫
陽
花
の
タ
ベ
重
た
き
雲
量
る
る

髭

釜

稲

田

宮

田

穂

(
評
)
暮
色
が
、
あ
じ
さ
い
の
花
盛

を
包
み
始
め
た
。
ま
だ
降
っ
て
は
い

な
い
が
、
雨
雲
が
重
々
し
く
垂
れ
こ

め
て
い
る
。
雨
が
又
、
あ
じ
さ
い
の

色
を
塗
り
変
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

浪
高
し
時
ち
梅
雨
の
別
れ
時
化

鴨
神
町
小
松
崎
十
士
口

亡
き
人
の
愛
で
し
鼠
爵
咲
き
に
け
り

明

神

町

回

中

勝

枝

相
客
の
お
国
靴
や
海
開
き

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

子
梅
の
香
り
に
満
ち
し
垣
の
う
ち

祝

町

今

川

川

田

成

山
百
合
の
香
り
漂
う
木
影
路

祝

町

今

川

う

め

海
風
を
も
て
も
て
な
し
に
夏
座
敷

髭

釜

川

上

弘

炎
天
に
風
鈴
の
音
も
絶
え
に
け
り

明

神

町

自

白

一

郎

孫
と
寝
て
青
田
の
風
を
ほ
し
い
ま
ま

永

町

桜

井

政

士

口

一
汁
を
拭
き
ま
た
汗
を
拭
き
相
撲
観
る

大

賞

問

山

佳

国

力

土
用
波
走
り
て
子
等
の
声
高
し

磯

浜

飛

閉

晃

江
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今
年
も
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
楽

し
い
天
国
の
夏
が
到
来
し
ま
し
た
が
、

夏
休
み
前
の
去
る
7
月
H
・
日
の
両
臼

に
、
大
洗
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

(
鈴
木
久
雄
会
長
)
主
催
の
第
6
間
野

外
宿
泊
学
習
が
県
立
里
美
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
達
が
自
然
環
境
の

中
で
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
人
間
性
と
親
睦
を
深
め
よ
、
っ
と

行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
町
内
子
ど
も
会

の
リ
ー
ダ
ー
山
名
を
中
心
に
、
高
校
生

日
名
、
育
成
者
部
名
の
計
加
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

会
場
に
到
着
す
る
と
、
す
ぐ
に
銀
食

炊
き
ん
の
準
備
に
お
お
わ
ら
わ
、
出
来

上
っ
た
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
に
舌
づ
っ
み
を

打
ち
な
が
ら
の
、
な
ご
や
か
な
食
事
が

終
る
と
、

7
時
却
分
か
ら
キ
ャ
ン
プ
フ

ア
イ
ヤ

i
に
移
り
ま
し
た
。
会
長
扮
す

る
火
の
神
か
ら
分
火
さ
れ
た
タ
イ
マ
ツ

を
片
手
に
、
子
ど
も
た
ち
の
手
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

i
に
点
火
さ
れ
る
と

ろう!

海岸諸捕じ

奉仕の汗

(3)第225号

今
年
の
夏
は
炎
天
が
続
き
、
海
水
浴

客
も
例
年
を
上
廻
る
人
出
と
な
り
、
浜

は
連
日
の
娠
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
が
、

こ
の
夏
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
今
年

も
各
種
団
体
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

海
岸
を
中
心
と
し
た
清
掃
奉
仕
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

大
洗
高
年
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
洗
サ
ン
ピ

i
チ
売
活
組
合

サ
ン
ビ

i
チ
と
つ
も
ろ
こ
し
組
合

サ
ン
ピ

i
チ
貸
ボ

i
ト
組
合

大
洗
町
商
工
会

大
洗
町
観
光
協
会

会
場
の
雰
間
気
も
頂
点
に
達
し
、
夜
空

の
下
で
の
愉
快
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
ま
し
た
。

翌
日
は
キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
約
5
闘

の
山
路
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
、
全
員
元
気

に
帰
町
し
ま
し
た
が
、
帰
り
の
パ
ス
の

中
で
は
さ
す
が
に
全
員
ぐ
っ
た
り
、

そ
の
ハ
ッ
ス
ル
振
り
を
伺
わ
せ
て
い
ま

し
た
。また
、

8
月
4
日
に
は
、
第
日
回
口
討

を
迎
、
え
た
球
技
大
会
が
、
大
洗
釘
総
合

運
動
公
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
、
町
内
子
ど
も
会
か
ら
男

女
間
チ

i
ム
の
棚
名

が
参
加
し
、
男
子
は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

女
子
は
体
育
舘
で
の

ミ
ニ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
に
、
そ
れ
ぞ

れ
熱
戦
を
展
開
し
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
0

0
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

A
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞
境
坪
・
仲
坪
チ
l
ム

B
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞
夏
海
チ
l
ム

C
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞
新
町
チ
l
ム

D
、
フ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞
、
水
町
チ
l
ム

O
女
子
ミ
一
丁
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

i
ル

A
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞

B
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞

C
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞

D
ブ
ロ
ッ
ク

最
優
秀
賞

祝
町
チ
!
ム

夏
海
チ
i
ム

歳
前
・
上
中
宿
チ
i
ム

明
神
町
チ
!
ム

祝
町
小
学
校

大
賞
小
学
校

夏
海
小
学
校

第
一
中
学
校

南
中
学
校

大
洗
町
連
合
婦
人
会

関
東
銀
行
・
小
さ
な
親
切
の
会

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
大
洗
支
部

大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会

渚
の
小
石

大
洗
高
校
3
・
R
-
C

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
結
ば
れ
た
苫
小
牧

市
と
当
町
と
の
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
今
年
で
6
回

目
を
迎
、
ぇ
、
去
る
7
月
目
白
か
ら
3
日

間
の
日
韓
で
苫
小
牧
市
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。今
国
の
訪
問
聞
は
、
竹
内
宏
町
長
を

団
長
と
す
る
、
大
洗
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

間
(
野
球
)
団
員
出
名
と
父
母
・
役
員

の
総
勢
制
名
で
、
第
1
日
に
は
、
苫
小

牧
市
役
所
前
で
行
な
わ
れ
た
歓
迎
式
に

出
席
し
、
再
会
の
喜
び
を
分
か
ち
合
っ

た
あ
と
、
由
一
周
越
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。第
2
日
目
に
入
り
、
い
よ
い
よ
交
流

試
合
が
市
営
少
年
野
球
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
試
合
に
先
き
だ
ち
行
な
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
鳥
越
市
長
と
竹
内

町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
「
親
睦
を
第
一

に
、
試
合
に
も
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
よ

去
る
7
月

m
a岡
山
に
大
洗
サ
ン
ビ
ー

チ
特
設
コ

l
ト
で
、
茨
城
県
で
は
初
め

て
と
い
う
ビ

i
チ
パ
レ
!
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

(
山
口
武
平
会
長
)
が
主
催
し
行
な
っ

た
ど

i
チ
パ
レ
!
の
近
県
大
会
で
、
日

本
鋼
管
・
自
立
・
東
芝
な
ど
の
実
業
団

チ
i
ム
を
は
じ
め
、
高
校
・
大
学
・
ク

ラ
ブ
・
一
般
か
ら
男
子
出
チ
!
ム
、
女

子
幻
チ
i
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

試
合
は
午
前
9
時
か
ら
開
始
さ
れ
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
日
点
1
セ
ッ
ト

マ
ッ
チ
、
準
決
勝
か
ら
は
ロ
点
3
セ
ッ

ト
マ
ッ
チ
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ピ
i
チ
に
特
設
さ
れ
た
5
面
の
コ
ー

ト
で
は
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
砂
と
汗
に

ま
み
れ
な
が
ら
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

が
、
こ
の
比
較
的
新
し
く
て
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
ス
ポ
ー
ツ
に
、
集
ま
っ
た

約
5
千
人
の
若
い
観
衆
か
ら
、
盛
ん
な

拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。〔
男
子
〕

ぅ
、
更
に
、
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
一
層

深
め
て
も
ら
い
た
い
」
旨
の
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
苫
小
牧

の
光
洋
イ
l
グ
ル
ス
後
藤
雅
志
、
王
将
と

大
洗
町
の
川
又
親
平
、
王
将
か
ら
「
カ
い

っ
ぱ
い
プ
レ

i
し
ま
す
J
と
力
強
い
宣

誓
が
あ
り
ま
し
た
。

試
合
は
デ
l
ゲ

i
ム
2
試
合
、
ナ
イ

タ
ー
ー
試
合
の
計
3
試
合
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
一
塁
側
、
一
一
一
塁
側
の
両
ス

タ
ン
ド
か
ら
の
父
母
ら
の
声
援
に
、
選

手
た
ち
は
槌
所
に
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を

展
開
し
、
試
合
に
熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

光
洋
イ
l
グ
ル
ス
は
、
苫
小
牧
市
の

大
会
で
却
チ
l
ム
の
頂
点
に
立
っ
た
強

豪
チ
i
ム
で
し
た
が
、
大
洗
町
ス
ポ
ー

ツ
少
年
間
チ
!
ム
は
、
日
頃
の
練
習
成

果
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
結
果
は
2
勝

1
敗
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

交
流
会
3
日
目
は
、
苫
小
牧
市
主
催

の
お
別
れ
会
に
臨
み
、
両
チ
l
ム
の
選

手
一
人
一
人
が
サ
イ
ン
ボ

l
ル
の
交
換

探

訪

澄
み
き
っ
た

大
洗
地
区
摺
沼
浄
化
対
策
協
議
会

(
菅
原
弥
会
長
)
で
は
、
去
る
8
月
8

日
に
飯
図
ダ
ム
(
七
会
村
)
と
、
掴
沼

川
上
流
地
域
の
野
外
観
察
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
会
に
は
、
夏
海
小
学
校

(
岩
崎
久
校
長
)
の

6
年
生
と
、
引
率

の
先
生
の
計
M
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

夏
海
小
学
校
で
は
、
日
頃
か
ら
溜
沼

及
び
溜
沼
川
周
辺
の
環
境
美
化
と
そ
の

浄
化
運
動
に
積
磁
的
に
取
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
趣
旨
は
、
実
際
、
子
供
た

ち
に
掴
沼
川
上
流
を
訪
れ
て
も
ら
い
、

汚
染
の
度
合
い
を
襲
m
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
溜
沼
及
び
溜
沼
川
周
辺
の

環
境
美
化
と
浄
化
運
動
の
取
組
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

掘
沼
の
上
流
の
調
沼
川
と
そ
の
支

流
飯
田
川
は
県
中
央
地
域
の
重
要
な
水

源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飯
田
ダ
ム
が
完

成
し
、
加
万
ト
ン
を
貯
水
す
る
こ
と
が

優
勝
日
本
鋼
管
・

B

準
優
勝
日
本
鋼
管
・
A

〔
女
子
〕

優

勝

東

芝

準
優
勝
目
立
佐
和

-
A

と
固
い
握
手
を
交
わ
し
、
友
情
を
深
め

合
い
な
が
ら
ま
た
会
う
こ
と
を
約
し
て

い
ま
し
た
。

ス
ポ
少
選
手
の
皆
さ
ん
、
野
球
を
と

お
し
て
交
流
を
深
め
、
苫
小
牧
市
と
大

洗
町
の
親
善
に
努
め
ら
れ
、
大
変
御
苦

労
様
で
し
た
。
ま
た
、
第
6
困
の
交
流
会

実
施
に
あ
た
り
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た

多
方
面
に
わ
た
る
皆
様
や
、
役
員
・
父

母
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

揺

の

泉

で
き
、
一
部
が
集
中
央
広
域
水
道
の
用

水
と
し
、
又
釣
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
上
流
は
怒
っ
た
よ
り
小
さ
な
流

れ
で
し
た
が
、
こ
れ
が
あ
の
湖
沼
湖
に

そ
そ
ぐ
清
流
か
と
、
子
供
た
ち
は
ど
ツ

ク
リ
し
て
い
ま
し
た
。

野
外
観
察
の
後
は
、
近
く
の
「
山
び

こ
の
郷
」
で
楽
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

行
な
い
、
腹
一
杯
に
な
っ
た
子
供
た
ち

は
大
満
足
。

今
回
の
観
察
会
に
よ
り
子
供
た
ち
は

環
境
美
化
と
浄
化
運
動
の
必
要
性
を
一

層
深
く
体
験
を
と
お
し
て
、
知
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

感
飽
@
お
肱
窓
b

大
洗
町
の
水
道
普
及
率

は
一
平
成
元
年
度
に
お
い
て

的
%
に
達
し
、
一
日
当
た

り
の
使
用
水
量
も
夏
期
の

最
大
で
施
設
能
カ

(
1
3
、

8
0
0
U
)
を
上
ま
わ
る

1
5
、
5
0
0
U
、
平
均
使

用
水
蚤
で
も
1
2、
o
o
o

u
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
源
で
は
、
毎

年
増
大
す
る
水
需
要
に
対

応
す
る
こ
と
が
閤
難
に
な

っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

大
洗
町
は
、
茨
城
県
で
施
行
中
で

あ
る
県
中
央
広
域
潟
水
供
給
事
業
に

参
画
し
て
お
り
、
本
一
事
業
に
よ
り
水

道
水
の
安
定
供
給
及
び
安
全
な
水
を

供
給
す
べ
く
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
料
金
に
つ
い
て
も
昭
和
町
年
度

以
来
値
上
げ
し
て
お
ら
ず
、
現
在
で

は
茨
城
県
内
で
最
低
の
料
金
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
は
地
表
水
を
主

体
と
し
た
新
た
な
水
源
を
確
保
す
る

た
め
、
多
一
量
の
生
活
用
水
を
安
定
的

10月1日(月)は、
国勢調査の日です;

に
供
給
で
き
る
大
洗
町
の
水
道
施
設

整
僚
と
県
中
央
広
域
水
道
の
繋
備
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
水
量

の
安
定
確
保
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
施
設
が
完
成
す
る
問
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
・
身
近
な
暮
ら
し
の
中
・
で

水
の
使
い
方
を
工
夫
し
節
水
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
御
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
は
沼
市
中
央
広
域
用
水

供
給
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。

総務I'f統計局大洗町
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〈
人
的
動
曹
〉
調
査

来
る
叩
月
か
ら
日
月
に
か
け
て
、
水

一
戸
・
勝
国
都
市
函
の
叩
市
町
村
(
大
洗

町
、
水
戸
市
、
那
珂
湊
市
、
勝
田
市
、

常
澄
村
、
茨
城
町
、
内
原
町
、
東
海
村
、

那
珂
町
、
瓜
連
町
)
に
お
い
て
、
人
(
パ

i
ソ
ン
)
の
動
き
(
ト
リ
ッ
プ
)
に
関

す
る
大
規
模
な
交
通
実
態
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
人
の
動
き
に
着
呂
し
、

道
路
、
鉄
道
、
パ
ス
な
ど
都
市
交
通
の

利
用
実
態
を
正
確
に
と
ら
え
将
来
の
総

合
的
な
街
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
行
、
7

も
の
で
、
建
設
省
、
茨
城
県
、
各
市
町

村
が
共
同
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

調
盗
の
方
法
は
、

9
世
帯
に
1
世
帯

の
割
合
で
調
査
の
対
象
と
な
る
家
庭
を

選
ぴ
、

5
歳
以
上
の
方
に
期
間
中
の
あ

る
1
B
に
つ
い
て
「
い
つ
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
呂
的
で
、
ど
の

よ
う
な
交
通
機
関
を
、
ど
の
よ
う
に
利

用
し
た
か
」
を
お
開
き
し
ま
す
。

選
ば
れ
た
家
庭
に
は
、
調
変
異
が
事

前
に
訪
問
し
、
記
入
方
法
を
説
明
の
う

t .... 

匡国

え
調
査
察
を
配
布
し
、
後
で
回
収
に
伺

い
ま
す
。
対
象
と
な
っ
た
家
庭
に
は
、

前
も
っ
て
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
、
茨
城
県
土
木
部
都
市

計
画
課
(
密

n
j
o
l
t
8
1
1
1
・
内
4

2
5
5
)
ま
た
は
、
大
洗
町
役
場
都

市
計
画
課
(
宮
町
1
5
1
1
1
)
へ

平成3年度一一一

鞘立錦韓豊富開
平
成
3
年
度
大
洗
町
立
幼
稚
園
の
入

濁
児
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

入
閣
を
希
望
す
る
保
護
者
の
方
は
、

当
該
幼
稚
閣
に
入
国
願
書
を
直
接
提
出

し
て
下
さ
い
。
(
願
書
一
は
、
各
幼
稚
盟

及
び
教
育
委
員
会
に
備
え
て
あ
り
ま
す
)

ま
た
、
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え
一

た
場
合
は
、
抽
せ
ん
に
よ
っ
て
決
定
い

た
し
ま
す
。

。
募
集
人
員
及
び
対
象
者

夏
海
幼
稚
関

(
5
歳
児
)

40 
人

祝
町
幼
稚
園

(
4
歳
児
)
加
入

(
5
歳
児
)

1

人

磯
浜
幼
稚
園

(
5
歳
児
)
剖
人

4
歳
児

l
昭
和
旧
年
4
月
2
日
l

昭
和
臼
年
4
月
1
臼
生

5
歳
児

1
昭
和

ω年
4
月
2
臼
EE--P

昭
和
白
年
4
月
1
臼
生

@
諸
経
費
(
参
考
・
・
平
成
2
年
度
)

入
間
幽
料

2
、
0
6
0
円

保
育
料

4
、
0
0
0
同

給
食
費

3
、
7
0
0
円

そ
の
他
教
材
費
、
園
児
娘
、
遊

ぴ
着
、
パ
ッ
ク
、
精
子

な
ど
。

@
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
雷
同
!
2
4
1
1

夏
海
幼
稚
関
宮
町
i
2
0
0
2

祝
町
幼
稚
嵐
官
印
1
2
7
4
4

磯
浜
幼
稚
関
宮
内
引

5
6
8
7

9/6-9/12 

Z下事
協7J<水
力選道
者事霊
!!業軍

í~ I間

大
洗
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
つ
く
り

山
初
口
切
凸
仰
向

V
大合
B
I損
壊
轡
轟
轟
“
“
一
日
H
U
H
H

平成2年9月5臼

大
洗
の
エ
ン
タ
ー
テ
ィ

l
ナ
l
は
誰

の
頭
上
に
輝
く
か
、
色
彩
豊
か
な
舞
台

照
明
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
あ
な
た
も
プ
ロ

の
歌
手
気
分
を
満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⑧

日

時

日

月

7
日
(
日
)
・
午
前
9

時
間
場
・
午
前
9
時
加
分
開
演

⑧
場
所
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
(
大

ホ
ー
ル
)

⑧
主
催
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主

事
業
企
画
実
行
委
員
会

⑧
入
場
料
及
び
出
演
料
無
料

⑧
出
場
資
格
及
び
人
数

O
間
体
・
職
場

i
大
洗
町
内
に
居
住

し
、
地
域
内
の
毘
休
ま
た
は
職
場

に
所
属
し
も
い
る
者
〔
勤
務
者
も

可
〕
別
人

(
1
団
体
1
職
場
2
名
)

o
一
般
(
個
人

)1大
洗
釘
内
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
者
日
人

⑨
出
場
申
込
方
法
及
び
期
限

団
体
・
職
場
(
推
薦
・
自
薦
)
及

ぴ
一
般
(
偶
人
)
と
も
、
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

9
月
幻

自
(
土
)
ま
で
に
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
町
民
会
館
事
務
室
へ
申
込
み
下

さ
い
。
※
申
込
者
多
数
の
と
き
は

抽
せ
ん
に
な
り
ま
す
。

⑨
賞
口
開
会
出
場
者
に
記
念
品
贈
呈

優
勝
・

2
位、・

3
伎
に
は
賞
状
と

賞
品
を
授
与
・
特
別
賞
有
り
。

⑧
お
楽
し
み
抽
せ
ん
会

入
場
者
を
対
象
に
、
お
楽
し
み
抽

せ
ん
会
が
あ
り
ま
す
。
豪
華
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

⑨
審
査
員
及
び
ゲ
ス
ト
歌
手
は
現
在
交

渉
中
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
大
洗
文
化
セ
ン
タ

i
阿
央
会
館
宮
前

2
4
4
2

間
関
チ
ヤ
ツ
一
ア
ィ
親
善
ゴ
H
M
フ
大
会

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
/
@

章
一
笑
光
(
恵
泉
保
奮
闘

)
U
l
6
7
6
6

※
大
会
の
益
金
は
、
大
洗
町
・
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
託
し
ま
す
。

O
主
催
大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

O
協
賛
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

大
洗
町
教
育
委
員
会

マ
期
日
一
平
成
2
年
9
月
お
日
(
火
)

マ
会
場
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

マ
参
加
資
格
大
洗
町
民
及
び
町
内
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
者

V
参
加
費

1
万
4
千
円

円

v
競
技
方
法
問
H
・
新
ベ
リ
ア
方
式

V
申
込
期
間

9
月
5
日
よ
り
定
員
(
2

百
名
)
に
な
り
次
第
締
切
ま
す
。

V
申
込
み
先
(
問
い
合
わ
せ
先
)

参
加
費
を
添
え
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

山
口
進
康
(
コ
イ
ヤ
)
訂
1
2
2
2
0

照
沼
瑞
雄
(
い
そ
や
)
伺
1
1
2
0
0

8
回
一
郎
(
白
割
高
序
回

)
U
1
2
5
6
7

直盟
関
E悪
品一ヲ田
知ニ

b条
せ重量
の

0
日

時

平

成

2
年
刊
月
刊
日
(
水
)

(
雨
天
の
場
合
日
月
比
日
に
頗
延
)

集

会

午

前

8
時
却
分

競
技
開
始
午
前
9
時

O
場
所
大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

O
種
毘
男
子
ダ
ブ
ル
ス
(
硬
式
)

女
子
ダ
ブ
ル
ス
(
硬
式
)

O
参
加
資
格
大
洗
町
に
居
住
・
勤
務
・

在
学
し
て
い
る
者

無
料
(
但
し
、
試
合
球
2

個
を
持
参
す
る
干
」
と
)

(
グ
ン
ロ
ッ
プ
フ
ォ

l
ト
黄
・
未
使
用
)

O
申
込
期
間

平
成
2
年
9
月
刊
日
(
日
)

ー
初
日
(
日
)

o
申
込
先
と
問
い
合
わ
せ
先

大
洗
町
教
育
委
員
会
(
宮
侃
1

2

4
1
1
)
・
大
洗
町
体
協
テ
ニ
ス
部

(
長
谷
川
宅
宮
前
|
1
2
2
7
)

⑧
主
催
と
後
援
大
洗
町
体
育
協
会
・

大
洗
町
教
育
委
員
会

⑨

主

管
大
洗
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

O
参
加
料

(H.2.8.19現在)

主 後

茨城県民舞連結成準備会主催

茨城県高圧がス保安協会主催

ホール!大洗町主催(警警雪手雪ョン)

ホール INHK水戸放送局主催

大会議家|水戸地区交通安全協会主催

ホール|茨城空社会福祉協議会・大洗面T社会福祉
i協議会主催

日本調停協会関東支部主催

ホールi茨城トヨタ労働組合主催

開催場所

ホール

大会議獲

ホール

僕 毒事 名

茨城県民謡民舞連絡協議会結成大会

茨城県高圧力、ス保安指導委員会議

平成 2年大洗釘敬老会

東京7 ィノレハーモニー交響楽団
F M シン 7 ォニーコンサート

運転免許更新時講習会

茨城県ボランティア振興県央大会

日本調停協会連合会関東支部大会

茨城トヨタ労組定期大会

開始終問

10: 00 

14: 00 

10 : 00 

9 : 00 

10 : 00 

13: 00 

9 : 00 

16: 00 16 B (日)

19 B かぬ

26日やぬ

28日働

30 B (日)

社
会
揺
祉
協
議
会
へ

善
意
の
寄
贈

一
、
金
3
2
、
5
0
8
向

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
(
株
)

代
表
取
締
役
・
赤
木
昭
殿

(
福
祉
ヤ
ク
ル
ト
売
上
金
の

一
部
)

一
、
金

l
o
o、
0
0
0
円

大
洗
町
磯
浜
町
3
0
5
2

川
崎
久
恵
殿

(
亡
夫
、
香
料
の
一
部
)

一
、
金
5
、ー
7
4
円

大
洗
町
磯
浜
町
8
2
2
7

縮
野
辺
将
夫
殿

(
お
客
様
の
小
さ
な
親
切
)

一
、
金
3
0
、
0
0
0
円

カ
ス
ミ
グ
ル

i
ブ

代
表
取
締
役
・
神
林
照
雄
殿

一
、
金
4
9
、
8
9
3
円

大
洗
前
向
磯
浜
町
5
8
7
飛
回
勇
殿

保健センター

だ、より

新町2区の2
みと

石井美都ちゃん
( 2歳4ヶ月)

※主な催しのみです。詳しくは大洗文化センタ一念66-2442へお問い合わせ下さい。

事

名

茨
城
県
で
は
、
下
水
道
に

対
す
る
県
民
の
理
解
と
関
心

を
高
め
、
下
水
道
の
普
及
と
)

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、

9

ほ

月
6
日
か
ら
9
月
ロ
日
ま
で
叩

を
「
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
~

間
」
と
し
て
い
ま
す
。
ハ
ハ

下
水
道
は
、
公
共
用
水
域
伶

(
河
川
・
湖
沼
・
海
)
な
ど
袈

の
水
質
汚
濁
防
止
に
重
要
な
{
疋

役
割
ふ
乞
…
果
た
す
と
と
も
に
、
予

皆
様
の
快
適
な
生
活
を
確
保
事

す
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
行

な

い

施

設

で

す

。

一

そ
こ
で
当
釘
で
は
、
平
成
タ

元
年
度
か
ら
、
公
共
下
水
道
ン

工
事
に
着
手
し
順
調
な
ス
タ
肘

i
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

1

り
ま
す
が
、
町
で
は
平
成
6

臼

年
4
月
、
供
用
開
始
を
目
標
、
む

に
繁
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
ー
:
J

の
で
、
今
後
も
町
民
の
皆
様
式
一
一
一
一
一
一
一
小
川
市
一
一
一

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
顕
一
一
一
日
U
山
一
山

い
し
ま
す
。

ふ|ふ71ふ6ムル。|ふ71ι

也
車
市

書せ

受
付
時
間

象

名

生
後
2
ヵ
月
j

3
ヵ
月
の
者

生
後

6
ヵ
同
月

1
7
ヵ
月
の
者

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
の
者

9
昨
吋

ω分

口
昨
吋

m山
分

l
時
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
時
日
分

2
待
問
分

1
時
日
分

2
時
日
分

l
昨
吋
∞
分

2
昨
吋
∞
分

1
待
日
分

2
時
日
分

l
昨
吋
∞
分

2
昨
吋
∞
分

母

談

母
性
及
び
乳
幼
児

(
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す

3
歳
の
誕
生
に
達
し
た
者

子

相

一
一
一
歳
児
健
診

反ツ|破手百

へ1貯日
応 ι|風十咳
ノvー
ク|予
検 :'1防
ソ|接

査ン!種

生
後

μ
ヵ
月

i
何
回
ヵ
月
未
満
の
者

児

診

生
後

3
ヵ
月
j
銘
力
月
未
満
の
者

健

宇しB

C

G

接

種

健

診

生
後

2
ヵ
月

1
3
ヵ
月
の
者

生
後

6
ヵ
月

1
7
ヵ
月
の
者

A
笹

川
山
/
山
附

児

手し

「
機
能
回
復
訓
練
」

0
9
月
四
日
開
専
門
療
法
士
来
所

。
日
月
2
日
開
専
門
療
法
土
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
1
午
前
日
時
)
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

0
9
丹
羽
日
幽

0
9
月
お
日
仰
訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

0
9
月
訪
日
幽

0
日
月
5
日

闘

を

必

要

と

す

る

者

午
後
の
部
割
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)
※
爵
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
み
九

尋問答間
Z
Z
Z
2

世
話
器
一
罵
一
喜
一
需
要
寝
室
益
出
盟
諸
認
可
喜
一
器
開
票
妄
第
一
票
寝
室
謹
一
釜
老
衰
烹
至
芸
一
国
一
寝
室
吾
首
一
是
認
容
宗
室
一
室
一
差
出
包
盟
国
一
是
認
寝
室
一
議
事
衰
謹
一
筆
一
話
崇
喜
一
票
一
言
需
一
宗
宗
罵
号
室
釜
一
世
話
一
喜
一
龍
一
胃
羽
一
宗
一
誤
認
需
寝
室
一
望
盟
諸
罵
窒
昌
一
盟
国
一
思
霧
車
差
益
謹
一
芸
一
目
黒
需
思
考
菩
自
国
一
号
事
喜
一
盟
諸
宗
一
悪
事
事
翠
一
答
一
器
禁
一
言
一
喜
一
謹
謹
一

時

爪

w

m
切

i
H嬰
糟
横
d

同
協
病
院
で
霊
彰
を

l

朝
、
晩
の
風
も
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
り
、

だ
い
ぶ
秋
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
年
、

6
月
末
か
ら
7
月
に
か
け
て

問
、
子
宮
、
大
胆
腕
、
乳
房
の
が
ん
検
診

を
実
施
し
、
総
数
1
、
9
8
8
人
の
町
民

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
う
、
受
診
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
お
手

元
に
は
、
そ
の
結
来
は
届
い
た
で
し
ょ

う
か
。

η
異
常
な
し
。
の
方
は
、
ほ
っ

と
一
安
心
さ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
今
後
、
も
し
何
ら
か
の
自
覚

症
状
を
感
じ
た
場
合
は
、
病
院
で
み
て

も
ら
っ
て
下
さ
い
。
ま
た

η
要
精
検
。

の
方
に
は
、
訪
問
か
直
接
来
て
い
た
だ

く
中
で
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
も

う
病
院
で
受
診
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

確
か
に
精
密
検
査
を
と
替
わ
れ
た
方
は
、

不
安
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
で

実
施
し
て
い
る
検
査
は
、
あ
く
ま
で
一

次
検
査
で
す
。
従
っ
て
要
精
検
に
な
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
す
ぐ
か
が
ん
。
に

結
び
つ
け
る
の
は
早
過
ぎ
ま
す
。

精
密
検
査
を
受
け
た
結
果
、
異
常
な

し
に
な
る
方
も
何
人
か
お
り
ま
す
し
、

ま
た
、
こ
れ
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、

胃
炎
や
胃
潰
蕩
、
回
同
ポ
リ
i
ブ
、
子
宮

筋
躍
な
ど
の
早
期
発
見
に
役
立
っ
て
お

り
ま
す
。
私
達
、
検
診
実
施
者
側
の
心
配
は
、

要
精
検
の
方
の
数
人
は
、
そ
の
ま
ま
受

診
せ
ず
放
置
し
て
し
ま
う
方
が
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
で
は
折
角
、
町
の
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
い
て
も
な
ん
の
意
味

も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し

た
方
は
、
病
院
で
精
密
検
査
車
汚
て
、

そ
の
健
康
状
態
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

(
保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)




